
 

 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

１ 感染の状況等 

木曽圏域における直近１週間（７月 21日～27日）の新規陽性者数は 109人（人口 10万人

当たり 427.85人）となっており、前週（７月 14日～20日）と比較して 3.4倍と増加してい

ます。 

この状況は、県独自の感染警戒レベルにおいて、圏域のレベルを４に引き上げる目安とな

る基準（100 人以上）に該当しており、感染が拡大しつつあり、医療提供体制への負荷が増

大している状態であると認められます。 

このため、木曽圏域の感染警戒レベルを３から４に引き上げます。 

 

 【県内の感染警戒レベル等の状況】 

レベル 圏域【直近１週間の新規陽性者数（人口 10万人当たり）】 

 ５※ 佐久【1,588人（776.84人）】、上田【1,284人（662.20人）】、 

諏訪【848人（437.47人）】、上伊那【994人（552.55人）】、 

南信州【946人（608.96人）】、松本【1,735人（409.51人）】、 

北アルプス【192人（341.44人）】、長野【3,512人（659.28人）】、 

北信【327人（396.15人）】 

４ 木曽【109人（427.85人）】 

※ 「医療特別警報」発出中のため、圏域の感染警戒レベルの上限は５ 

 

２ 県民・事業者の皆様へのお願い 

  医療ひっ迫の回避と社会経済活動の維持に向けて、全県に「医療特別警報」を発出中です。 

県民・事業者の皆様及び本県に滞在中の皆様は、引き続き、｢新型コロナ第７波における

県民の皆様へのお願い｣（別紙１）に沿った行動をお願いします。特に感染警戒レベル５の

圏域においては、「感染警戒レベル５の圏域の皆様へのお願い」（別紙２）にご協力をお願

いします。 

長野県(危機管理部)プレスリリース 令和４年(2022年)７月 28日 
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県内の感染警戒レベル（R4.7.28現在） 
 
 

感染警戒レベル５の圏域 ９圏域 佐久圏域、上田圏域、諏訪圏域、 

上伊那圏域、南信州圏域、松本圏域、 

北アルプス圏域、長野圏域、 

北信圏域 

感染警戒レベル４の圏域 １圏域 木曽圏域 
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新型コロナ第７波における県民の皆様へのお願い 

 

令和４年７月 20日 長野県知事 阿部 守一 
 
医療特別警報（確保病床使用率 35％以上）等の発出を避け、社会経済活動をできる限り維持

するために、皆様のご協力をお願いします。 

 

１ 「ご自身が感染しない。他者を感染させない。」ことを心がけてください   
 

(1) 体調に異変を感じた場合等の対応 

○ 高齢者など重症化リスクの高い方は、のどの痛み、せき、発熱などの症状があ

る場合は、速やかに診療・検査医療機関等※へ相談の上、受診してください。 

○ その他の方は、上記の症状がある場合は、外出を控え、症状が続く場合は、診

療・検査医療機関等※へ相談の上、受診してください。 

    ※ かかりつけ医等身近な医療機関や診療・検査医療機関 

○ 帰省等で高齢者など重症化リスクの高い方と接する機会を持つ場合は、薬局等に

おける無料検査をご活用ください。（なお、陰性でも感染していない 

確実な保証にはなりませんので、マスク着用等の感染防止対策は継続 

してください。） 

○ 新型コロナは、無症状でも他者に感染させてしまうリスクがあるため、 

体調の異変がいったんおさまった場合でも、混雑した場所への外出やマスクなし

での会話など、リスクの高い行動は控えてください。 
 

(2) 基本的な感染防止対策の徹底 

○ 屋内と屋外であっても近距離（２ｍ以内程度）で人と会話するときは、不織布

マスクを着用してください。 

○ 手洗い・手指消毒の徹底、換気の徹底、三密の回避は継続してお願いします。

特に、エアコン使用時や自家用車内でもこまめに換気してください。 
 
(3) ワクチン接種の検討 

○ ４回目接種の対象の方（60歳以上の方、基礎疾患のある方等で 

３回目接種から５か月経過した方等）は、重症化予防のため速やか 

な接種を検討してください。 

○ 若年層をはじめとする３回目までのワクチン接種がお済みでない方は、 

感染・重症化予防に加え、いわゆる後遺症からご自身を守るためにも、ぜひ 

接種をご検討ください。 

 

２ 状況に応じた「メリハリのある行動」を心がけてください   
 
医療関係者等のご尽力で、新型コロナ病床 520床、宿泊療養施設５施設、診療・検査

医療機関 669 機関、検査可能数 18,330 件（一日あたり）、３回目ワクチン接種率 67.0

（対全県民 R4.7.10）となっています。 
 
 (1) マスク着用 

場面に応じて適切に着用してください。屋外で近距離での会話をしない時は必ず

しも着用していただく必要はありません。熱中症にもご注意ください。 
 

診療・検査 
医療機関 

別紙１ 

ワクチン 
県接種会場 



 

 (2) 会食 

「新たな会食のすゝめ」を確認してください。「信州の安心なお店」 

等感染対策をとっているお店を選び、マスク会食や黙食を徹底し、 

大声での会話や長時間の利用を控えるなど、対策を講じながらお楽しみ 

ください。 
 
 (3) 旅行 

「新たな旅のすゝめ」を確認してください。全国的に陽性者が増加 

していることから、感染リスクが高い行動はできるだけ控え、訪問先の 

都道府県等からの呼びかけに注意して行動してください。また、ワクチン 

接種や検査の活用により、安心なご旅行をお楽しみください。 

 

３ 事業者の皆様は社会機能を維持するための対策を改めて検討してください   
 

(1) 事業継続計画（BCP）の点検・策定 

従業員が陽性者や濃厚接触者となることによる欠勤者の増加も視野に入れ、事業

継続計画（ＢＣＰ）を点検・策定してください。 
 

(2) 在宅勤務・テレワーク、時差出勤等の導入 

在宅勤務・テレワーク、時差出勤等を積極的に導入し、対応可能な場合は、職場

に出勤している職員が通常より少なくなるようにしてください。 

 

 ※ ＢＡ.５系統に係る知見の蓄積等により、お願いの内容を変更する場合があります。 

 

会食のすゝめ 

旅のすゝめ 

【感染警戒レベル４の圏域の皆様へのお願い】 

○ 混雑した場所や感染リスクの高い場面・場所へ外出・移動する際は十分注意して

ください。（特措法第 24条第９項） 

・ 人との距離（マスク有でも最低１ｍ）が確保できない場所や換気が不十分な施

設などは避けてください。 

・ 重症化リスクの高い方及びこれらの方と日常的に接する方、ワクチン未接種の

方は特に注意してください。 

・ 感染拡大予防ガイドラインを遵守していない等、感染防止対策が不十分な店舗

や施設の利用は控えてください。 

○ 家庭内でも日頃からこまめな換気・手洗いを行うとともに、同居の方に体調不良

の方、濃厚接触者等がいる場合には、お互いにマスクを着用するなど十分注意して

ください。 

○ 商業施設・観光施設など、不特定多数の方を受け入れる施設の管理者の皆様は、

状況に応じ入場制限等を実施してください（特措法第 24条第９項） 

・ 入場者数の制限（人と人との距離を概ね２メートル程度確保） 

・ 施設内での物理的距離の確保 

・ 十分な換気 

・ 客が手を触れられる箇所の定期的な消毒 

・ 客の健康状態の聞き取り、入口での検温 



感染警戒レベル５の圏域の皆様へのお願い 
 
重症者の発生を最小限に抑え、陽性者の増加を食い止め、医療機関等の負荷を軽減

することにより、医療のひっ迫を回避しつつ社会経済活動を維持するため、全力を挙

げて取り組みます。 

県民の皆様には、ご自身が感染しないよう、また、他者を感染させないよう、改め

て基本に立ち返り、次のように行動していただくようお願いいたします。 
 

令和４年７月 28日 長野県知事 阿部 守一  

１ 重症化リスクが高い方の感染を防ぎましょう 

○ 重症化リスクが高い方（65歳以上の高齢者、基礎疾患がある方など。）及びその同居

者・身近で接する方は、混雑した場所、換気が不十分な場所等、感染リスクの高い

場面・場所をできるだけ避け、感染しない、感染させない行動を徹底してください。 

○  重症化リスクが高い方は、のどの痛み、せき、発熱等の症状がある場合は、速や

かに診療・検査医療機関等へ電話で相談の上、受診してください。 

○ 60歳以上の方、基礎疾患のある方等、医療従事者・高齢者施設の従事者等で３回

目接種から５か月経過した方は、重症化予防につながる４回目のワクチン接種を積

極的にご検討ください。 

 

２ 陽性者の増加に歯止めをかけましょう（社会経済活動維持のためにも重要です） 

○ お一人おひとりが状況に応じた感染防止対策（適切なマスク着用、換気など）を徹

底してください。（感染力が強い BA.５への置き換わりが進み、陽性者数が極めて多いこ

とから、感染リスクが非常に高まっています。） 

○ 重症化リスクが低い方（65歳未満の方、基礎疾患がない方など。）は、のどの痛み、せ

き、発熱等の症状がある場合は、外出を控え、症状が続く場合は、診療・検査医療機

関等へ相談の上、受診してください。 

○ この夏、帰省や旅行をされる方、お祭り等に参加される方、中学・高校等の生徒

及びそのご家族など、若い世代の皆様も、感染リスクを下げるための３回目までの

ワクチン接種を積極的にご検討ください。 

 ○ 飲食店をはじめとする事業者の皆様は、業種ごとの感染拡大予防ガイドラインを

改めて確認するなど、感染防止対策を徹底するようお願いします。 

 

３ 医療機関等の負荷を軽減しましょう 

○ 重症化リスクが低く、検査キット（薬事承認された抗原定性検査キット）をお持ちの

方には、受診前に自ら検査することを推奨します。（陰性でも感染していない確実な

保証にはなりませんので、マスク着用等の感染防止対策は継続してください。） 

○  保健所業務については、入院が必要な方や重症化リスクのある方への対応に重点

化しますので、ご理解とご協力をお願いします。 

別紙２ 


